
証券コード 6365　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに、第90期第３四半期の株主通信をお届けいたします。
　当社は、2023年度からスタートした「中期経営計画2025 “Powering 
Passion”」の鋭意推進中です。本中期経営計画で掲げた５つの最重要課題と
目標とする経営指標の達成に向けて、全社員が一丸となって取り組んでいます。
併せて、内部統制やガバナンスの強化に向けた取り組みも継続して進めており、
風通しの良い企業風土への変革に向けて着実に進捗しています。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

2025年３月

代表取締役社長

株 主 通 信 （ 第 9 0 期  第 ３ 四 半 期 ）
2024年４月１日～2024年12月31日

連結財務ハイライト

事業の概況
■経営環境
　当第３四半期連結累計期間の世界経済は、欧米において金融引締め政策が緩和へと転換したものの、ウクライナ情勢の
長期化や中東情勢の緊迫化などにより、先行き不透明な状況が続きました。わが国経済は、雇用・所得状況の改善や企業の
設備投資に持ち直しの動きが見られ、公共投資が底堅く推移していることなどから、景気は緩やかに回復しました。一方で、
為替の変動や物価上昇、米国新政権の政策動向などの影響が懸念されます。

■経営成績
　当第３四半期連結累計期間における受注額は、主に海外部門が減少したことから、前年同期比85.2％の205億９百万円と
なりました。売上高については、前年度からの受注残の売上が順調に進捗したことから、前年同期比118.7％の160億5百万円
となりました。また、利益については、受注済み案件の物価上昇による追加契約の増額や製造コストの低減などにより、
営業利益は前年同期比170.7％の7億90百万円、経常利益は前年同期比150.8％の9億27百万円、親会社株主に帰属する
四半期純利益は前年同期比140.7％の6億42百万円となりました。
　当社グループの売上高は、公共事業物件の割合が高いため連結会計年度末に集中する傾向があり、四半期別の業績には
季節的変動があります。

■通期の見通し
　当社グループの受注につきましては、2024年11月14日公表の前回予想と同じ270億円となる見込みです。
　2025年３月期の連結業績予想につきましては、売上高は285億円となる見込みです。利益につきましては、営業利益32億円、
経常利益33億円、親会社株主に帰属する当期純利益23億円と、前回予想からそれぞれ増加する見込みです。
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TOPICS

最新のIR情報につきましては、
当社のホームページ「IR情報」を
ご参照ください。

https://www.dmw.co.jp/ir/
当社ホームページ

ホームページ
のご案内

電業社　IR 検 索

「株主・投資家情報」
検索はこちらから▼

　当社は、「サステナビリティレポート2024」を発行し、ホームページで公開
しています。
　本レポートは、「水と空気を通じて豊かな未来社会を創造する」という当社の
パーパス（存在意義）の実現に向けたサステナビリティへの取り組みについて、
ステークホルダーの皆様にご報告することを目的に毎年発行しているものです。
今回は新たに、健康経営に関する取り組みや、社外取締役メッセージ等を紹介
しています。
　今後も事業活動を通じて持続可能な社会の実現に貢献していくとともに、透明性
の高い情報開示とステークホルダーの皆様との
コミュニケーションを通じて、企業価値の向上に
努めてまいります。

サステナビリティレポート2024を発行

　当社は低圧RO（逆浸透）膜を用いた水処理設備用エネルギー回収装置「DeROs-E™」を開発しました。
　RO膜を利用した水処理方式は消費電力が大きいことが課題となっていますが、同装置はRO法海水淡水化用
エネルギー回収装置「DeROs®」の技術を応用し、ROろ過圧が低い水処理用途に最適化させたエネルギー
回収装置です。水処理過程で排出される高圧濃縮水がもつ圧力を有効利用することで水処理設備の運用コスト
を大幅に低減し、温室効果ガス排出量削減に貢献します。
　RO膜を用いた水処理技術は、温室効果ガス排出量削減の有効な手段として注目されており、純水（超純水）
製造、産業廃水処理及び下水処理設備向けなど幅広い用途において活用が期待されます。今後、水処理設備
向けに積極的な営業活動を展開し、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

製品ラインナップ追加
～水処理設備用エネルギー回収装置「DeROs-ETM」～

サステナビリティレポート2024

https://www.dmw.co.jp/csr/sustainability-report.html
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SUSTAINABILITY
REPORT 2024

株式会社電業社機械製作所
〒143‐8558　東京都大田区大森北1丁目5番1号
TEL 03‐3298‐5115  https://www.dmw.co.jp/contact/ 

電業社ネットワーク

関東支店

東北支店

アメリカ拠点
（ヒューストン）

横浜営業所

三島事業所
国内子会社
●電業社工事株式会社（静岡県三島市）
● 株式会社エコアドバンス（静岡県三島市）

事業内容

風水力機械の製造、販売

しゅんせつ工事に関連する機器の製造、
販売並びにしゅんせつ工事

前各号に関連する各設備の計画、設計、
監理並びに据付工事

海水淡水化用エネルギー回収装置の製造、販売

配電盤・電気計装制御装置及び
電気通信制御装置の製造、販売

廃水処理装置及び廃棄物処理装置の製造、販売

1910年（明治43年）9月創業

1955年（昭和30年）3月設立

資本金  8億1千万円

本社  東京都大田区大森北1丁目5番1号

従業員数 649名（連結）
※2024年3月31日現在（就業人員数を記載しております） 

拠点 事務所：4
事業所：1

国内支店：9
営業所：2

海外拠点：4

グループ会社 国内：2社　海外：1社 

会社概要

徳島事務所

四国支店 中国拠点（大連）

九州支店

沖縄営業所

山口事務所

中国支店

新潟事務所

北海道支店

熊本事務所

インド拠点（ムンバイ、プネ）
海外子会社
●DMWインド社

中東拠点（ドバイ）

東南アジア拠点（シンガポール）

本社（東京都大田区）

静岡支店

名古屋支店
大阪支店

1
2
3
4
5
6

「DeROs-E™」の"E"とは
Evolution／進化
Extreme／極限
Economical／経済的
Environmental Friendly／環境にやさしい

という願いが込められています。

水処理設備用エネルギー回収装置
「DeROs-E™」（特許出願中）


